
法吉のことを教えるよ！ 

ほっきたろうから夏休みの自由研究が届きました。 

  

  

  

 題 

法吉のことを教えるよ！ 

～法吉小の校章が教えてくれた法吉小と法吉の歴史～ 

 令和５年８月 法吉小学校  ほっき たろう 

※一部の写真は、島根県立古代出雲歴史博物館及び松江歴史館の許可を得て撮影、掲載しています。 

  

 研究した理由 

ぼくたちの法吉小学校の校章には鳥があるけど、どんな鳥でどうして鳥があるのか不思議だったか

ら。 

 

  

 調べたいこと 

①法吉小の校章の鳥が何の鳥か？ 



②法吉小の校章にどうして鳥が使われているのか？ 

  

 調べる方法 

①法吉小ができた時のことが書いてある本を調べる🔍 

 ☞先生に本を教えてもらおう！ 

②法吉小ができた時のことを知っている人に聞く👂 

 ☞親戚のおばさんから「法吉小ができた時、法吉小にいたよ。」と前に聞いたことがあった！ 

 ☞お盆に里帰りしてくる親戚のおばさんに聞こう！ 

  

 調べてみた 

先生に法吉小ができた時のことが書いてある本があるか聞きました。 

本はないそうですが、たくさんの話し合いの記録が綴じてあるものを見せてもらいました。 

早速ありました！ 

 

法吉地区の皆さんに校章の図案を募集をしたところ、 



 

松江市内外から１１９点もの応募があり、 

 

そこからいくつかに絞られ相談して決められたそうです。 

 

そして結果発表！ 



 

法吉っ子ならみんな知っているこの校章に決定！ 

でも……？ 

よく見ると……！？ 

 

デザインした人は「小鳥」と書いているけど、「ウグイス←ホーキ鳥」と書き足してあります。 

どうしてウグイスなの？ 

新たな不思議が生まれました。 

  

ここで横浜から里帰りしてきた親戚のおばさんがヒントをくれました。 

「校章を決める前に、学校の名前を決める話し合いが行われていたよ。」 

  

学校の名前…… 



💡！ 

学校の名前が決まった理由も調べよう！ 

  

次の日、もう一度話し合いの記録を見せてもらうと、 

 

学校の名前を考える会が何回か開かれ、 

 

法吉小学校という案にまとまり、 



 

松江市の議会で正式に決まったと書いてありました。 

法吉小が法吉小という名前になった理由は、「法吉公民館や法吉体育協会があって地区の名前も法吉

地区だから」だそうです。 

でも……？ 

法吉地区ってどうして法吉って名前なの？ 

どうしてウグイスなの？ 

  

さらに調べてみると…… 

  

発見！！！🎊 

 



「法吉鳥はうぐいすの意（こと）である。」 

風土記という古い書物に書いてあるからだそうです。 

法吉公民館からもらった法吉令和のまちあるきマップにも書いてありました。 

 

ウムカイヒメが法吉鳥（ほうきどり）に姿を変えて飛んできた…… 

法吉鳥は当時のウグイスの呼び名…… 

法吉というのは昔から呼ばれていた古い名前であることが分かりました。 

  

ほうきどり…… 

！！！ 

そういえば、法吉小の図書館の名前は、「ほうきどり図書館」！ 

  

親戚のおばさんが「本物ではないけど、風土記の複製（写したもの）が博物館にあるから見に行こ

う。帰りに歴史館にも行ってみよう。」と誘ってくれたので、連れて行ってもらいました。 

 

http://www.city.matsue.ed.jp/hokki-e/contents/gakkouseikatu/more/50713.html


複製だけど漢字だけで書いてあるので、本物っぽいです。 

 

ありました！ 

ウムカイヒメ（宇武賀比売命）、法吉鳥の字も見えます。 

 

古い書物に法吉のことが書いてあってびっくりしたけど、うれしかったです。 

法吉っ子の愛唱歌「四季の池」にも法吉鳥やウグイスの谷が出てくるけど、 

 



 

昔からウグイスと法吉はつながりがあることが分かりました。 

  

ここで親戚のおばさんがまたヒントをくれました。 

「そう言えば法吉小のHP（ホームページ）に校章のことが紹介されていたよ。」 

  

HPを見てみると…… 

  

鳥はウグイス。 

校章の色もウグイス色。 

  

法吉小学校クイズでもほうきどりや校章のことがクイズになっていました。 

  

 調べた結果 

①校章の鳥はウグイス（昔はほうきどりと呼んでいた。）ということが分かりました。 

②学校の名前が法吉小だから、校章に法吉の名前の理由のウグイスを使ったことが分かりました。 

  

 豆知識（調べている途中で分かったこと） 

 その１  

法吉小の名前を決める時に、たくさんの人たちが何回も話し合いをされたそうです。 

http://www.city.matsue.ed.jp/hokki-e/intro/34014.html
http://www.city.matsue.ed.jp/hokki-e/intro/38644.html


話し合いの途中では比津小、城西小、比津が丘小という名前も候補に挙がっていたそうです。 

 その２ 

西法吉町の先にうぐいす台という団地があるけど、この名前もウグイスから付けられたそうです。 

 

 その３ 

博物館では、法吉地区の事が書いてある戦国時代の有名な武将の手紙も展示されていました。 

 

 

毛利元就と輝元の手紙に法吉の真山城について触れられています。 



 

 

法吉地区は昔から歴史に登場するところだと分かりました。 

 

  

 調べて思ったこと 

 その１ 

法吉小の名前や校章を決める時、法吉地区の皆さんが何回も話し合いをしたということは、法吉小を

大切に思っているからだと思いました。 

ぼくも法吉小の名前や校章を大切にしていきたいです。 

 その２ 

法吉小は昔の法吉小（旧法吉小）と北堀小が一緒になってできた城北小から分かれてできた学校なの

で、 



 

 

今度は昔の法吉小についても調べてみたいです。 

 

 その３ 

今年の夏は熱中症警戒アラートがいつも出ていたからできなかったけど、来年は法吉令和のまちある

きマップに載っていたコースを歩いて法吉のまちや歴史をもっと知りたいです。 



 

 

 

  

 参考にしたものの紹介 

「法吉小学校開校関係（法吉小ができる前からできるまでのたくさんの話し合いの記録を綴じたも

の）」（法吉小学校） 

「法吉令和のまちあるきマップ」（法吉公民館） 

「出雲国風土記（現代語訳）」（島根県立古代出雲歴史博物館） 



「松江市立法吉小学校校歌愛唱歌制定」（法吉教育会） 

「懐かしの木造校舎一挙公開」（松江歴史館） 

  

 お礼を言います 

先生と博物館と歴史館と法吉公民館の方、 

そしてたくさんヒントをくれて、博物館と歴史館にも連れて行ってくれた親戚のおばさん、 

皆さんのおかげで法吉のことをたくさん知ることができました。 

ありがとうございました。 

  

 最後に 

これからも法吉のことをもっともっと知ってみんなに教えてあげたいです。 

 

 


